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１．研究計画の概要 

感染症リスクコントロールの具体的対応
策として、感染症に強い地域づくりを目指し
た地域住民への普及啓発活動の実践的方略
を確立することを目的とする。 

課題： 

(1)感染症の要援助者である高齢者・小児・障
害者の情報の取り方、生活の仕方、価値観な
どを調査し、適切な介入方法を展開する。 

(2)対象の特性と教育内容、およびリスク認知
との関連性を客観的に明らかにする。 

(3)感染症の予防技術修得状況の分析。 

(4)以上の活動を継続するためのネットワー
クを開発する。 

(5)地域の人材育成やエンパワメントについ
て評価する。 

 

２．研究の進捗状況 

 感染症の要援助者およびそのサポータへ
の感染防護グッズの考案と教育的介入を実
施した。 

１）身体障害者への介入 

対象：身体障害者 13 名。方法：感染防護グ
ッズの作成とマニュアル作成、机上シュミレ
ーションによる衛生行動および質問紙調査
によるモニタリングの実施。成果：個人的衛
生および衛生環境を保持するためには、サポ
ーターが絶対的に必要であり、衛生行動およ
び質問紙調査などから､教育の機会の必要性
とサポーターへの感染症に関する教育的支
援とマニュアル作成の必要性が示唆された。 

２）身体障害者のサポータへの介入調査 

対象：身体障害者のサポーター54 名 

方法：新型インフルエンザマニュアル作成、
シュミレーション、グループヒアリング、最

終手洗い調査。成果：身体障害者への詳細な
手洗い指導の方法を教育内容に加えてほし
いとの意見が聞かれた。また、手の洗い残し
は軽減し、サポーターの感染症への知識が高
まり成果を認めた。マニュアル作成後は､地
域において自立的活動の可能性も示唆され
た。 

３）聴覚障害者への介入調査 

対象：聴覚障害者：25 名。方法：教育介入時
に手話および要約筆記などの協力を得て、集
団での教育介入を実施し､前後に質問紙調査
を行った。成果：感染症に関連した教育受講
経験が尐ない実態を認めた。サポートがあれ
ば､自立的に感染症についての支援を継続で
きる可能性が示唆された。 

４）視覚障害者への介入調査 

対象：視覚障害者 61 名。方法：対象に合わ
せた点字ラベル、点字の説明書、上下がない
ﾀｲﾌﾟのﾏｽｸを使用するなどの試みで教育的介
入を実施した。成果：感染症に関連した教育
受講経験が尐ない実態を認め、教育方法や防
護具改善の必要性が示唆された。広域感染防
御の視点から、障害者に対応した効果的なモ
デルを試案することが重要である。 

５）小学生とそのサポーターへの介入調査 

対象：小学 5･6 年生 31 名とそのサポーター
45 名。方法：専用感染防護グッズの考案。新
型インフルエンザに対応した衛生教育，衛生
環境の調整，介入前後の質問紙調査および手
洗い調査，ヒアリングを行う。成果：小学校
における衛生環境調整の難しさとサポータ
ーを含めた衛生教育が整っていない実態を
認めた。システム化の必要性と可能性が明ら
かとなった。 
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３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

感染予防における要援助である対象への介
入調査について概ね順調に進展しているが、
地域全体をネットワークするための各対象
の活用が遅れている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本年度は日本に在住の外国人を感染症要
援助者として､教育的介入および調査を行う。
平行して、これまで教育介入を実施した対象
を中心に、ネットワークできるようなシステ
ムの構築を推進する。また、各対象がエンパ
ワーメントできるように、地域全体としての
人材育成のシステム化に向けて、可能性を調
査する。 
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